




第1章　アマゾンの発足とこれまで

　アマゾンという企業は、1995年に小さなオフィスから始まった。当時はインターネットがあまり普及していない時代であったため、「インターネット専門の小売店」というものに注目する人は稀であったが、創業者兼取締役執行であるジョフ・べゾフは、この「インターネット専門のの小売店」に無限の可能性を感じ、ゼロから立ち上げた。アマゾンは毎日が常に、「one day」であるという考えを大切にしている。これは、日々新たな挑戦を心待ちにし、顧客の素晴らしいアイディアの創造を望むという意味が込められている。このモットーがアマゾンという企業を支える力であり、刺激となっている。　　　
　アマゾンがここ日本でもサービスを開始したのは2000年11月からである。日本版アマゾンがリリースされる前からのアマゾンユーザーがいたこともあり、当時の年間売り上げは3400万ドルにものぼった。翌年2001年には、音楽やDVD、スポーツ&アウトドアなどの商品を導入する取り組みを始めるものの、ITバブル崩壊に遭ってしまう。これにより、大打撃を受けてしまうアマゾンであったが、2003年には「アマゾンマーケットプレイス」という小売業者がアマゾンへ出品することの出来るシステムの導入により持ち直して行く。さらに2005年には、送料が高い問題を解決するべく「アマゾンプライム会員制度」を導入し、発注した翌日には配達が完了するという画期的なシステムで注目を集める。こうして、ユーザーが求めるニーズに応え続けて急速に企業として成長してきたのである。
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